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第10回まちづくりメイヤーズフォーラムの開催にあたって

第10回まちづくりメイヤーズフォーラムの開催を迎えて

まちづくりメイヤーズフォーラム10周年へ向けて

　本フォーラムが、道内各自治体や関係の皆様のご協力により、１０回目の開
催を迎えたことを大変嬉しく思います。これまで、道内の市町村長をはじめ、
熱意を持って第一線でまちづくりに取り組み、活躍されている多くの皆様が集
い、地域の未来を見据えて議論を重ねてきました。
　道では、環境と経済の好循環を目指しながら、持続可能な地域づくりを進め
ており、「ゼロカーボン北海道」とともに、誰もが安心して心豊かに住み続け
られる資源・エネルギー循環が進んだ効率的なまち「北の住まいるタウン」の
実現に向け取り組んでいるところであり、今後とも、皆様と連携を深めながら、
各般の施策を進めてまいりますので、ご理解とご協力を賜りますようお願い申
し上げます。

　まちづくりメイヤーズフォーラムは、次世代北方型居住空間の推進を目的と
して、平成２５年２月に「新エネルギーを活用した持続可能な地域づくり」を
テーマにスタートしました。その後も「コンパクトシティ」や「地方創生」、「ポ
ストコロナ時代」などの必要なテーマをもとに、北の住まいるタウンの実現に
向けたまちづくりの在り方について、様々なディスカッションや各市町村等に
おける最新の取組の紹介を行ってきました。そうした中、今回１０回目となる
フォーラムは「ゼロカーボンなまちづくりを目指して」をテーマとして開催す
ることといたしました。今後も、このフォーラムが北海道におけるまちづくり
の一助となり続けていけるよう、北海道と連携し取り組んでまいります。

　まちづくりは地域の包括的な課題解決です。豊かな自然に恵まれた北海道で
は、農林水産業や再生可能エネルギー、食と観光などの魅力を活かし、人口減
少や地域福祉、地域経済など、北海道の課題解決を持続的に取り組んでいます。
まちづくりには広い視野と深い知見が求められるため、地域の魅力と課題を包
括的に理解している、市町村長のリーダーシップが何よりも重要です。
　「まちづくりメイヤーズフォーラム」は今年で 10 回目を迎え、北海道内の
20 名の市町村長の方々に地域の先進的なまちづくりをご紹介いただき、様々
な角度から議論を積み重ねてきました。本フォーラムが北海道のまちづくりの
バイブルとなり、各地域のまちづくりに貢献できれば幸いです。



北の住まいるタウンとは

取組の視点と効果
　「北の住まいるタウン」の実現に向け、北海道の優位性や社会情勢の変化を踏まえ、「コンパクトな
まちづくり」「脱炭素化・資源循環」「暮らしやすさの向上」という３つの方向性に沿った取り組みを
掛け合わせ、「災害に強いまちづくり」を意識しながら、地域の多様な主体が連携・協力して進めてい
くことにより、地域が抱える多岐にわたる課題の解決につながる相乗効果・波及効果を生み出し、将
来にわたって持続可能なまちづくりを進めていきます。

　北海道では、全国を上回るスピードで人口減少や少子高齢化が進行し、広域分散型の都市構造と相まっ
て、地域の経済や生活などへの様々な影響が及ぶことが懸念されています。このような中で、北海道の
優位性を活かし、地域特性に応じて、誰もが心豊かに住み続けることができ、安全・安心で暮らしやすく、
資源・エネルギー循環が進んだ効率的なまちを目指し、地域が一体となって取り組むことが重要です。
これらの取組を進めていく上で、目指すべき将来のまちの姿が「北の住まいるタウン」です。

○市街地の無秩序な拡大抑制

○公共公益施設の集約

○まちなか居住の推進と地区ごとの

    居住エリアの集約

○コミュニティ拠点の形成

○空き地･空き家等のマネジメント

○災害リスクを踏まえたコンパクト化

○まちの魅力づくり　など

○再生可能エネルギーの

　　活用促進と地産地消

○地域でのエネルギー共有

○脱炭素化・資源循環による産業の創出

○建築物や住宅の省エネ化　など

○安心して暮らせるまちづくり

○地域を支えるコミュニティづくり

○交通や物流の確保

○地域のポテンシャルを活かした移

　住･交流の促進

○健やかに暮らせるまちづくり　など

脱炭素化・資源循環コンパクトなまちづくり

暮らしやすさの向上
災害に強いまちづくり

相乗効果・波及効果

　・都市経営の効率化  ・生活利便性の維持向上  ・まちなかのにぎわい創出

　・地域の魅力の創出　　  ・コミュニティの再生   ・雇用創出

　・移住定住の促進   ・地域経済の再生･活性化･好循環 ・防災力の向上

　・温室効果ガスの削減  ・地域資源の循環や利活用の拡大 ・自然環境の保全

　・暮らしの安全･安心の向上  ・物流の効率化   ・関係人口の増大

多岐にわたる地域課題の解決
将来にわたって持続可能なまちづくり

《将来像》

取組のかけ算により
一体的に推進

路線バス内での移動販売を行う「マルシ
ェバス」の実証実験（帯広市）
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楽しみながら防災を学ぶ「サバイバル
フェスティバル」の開催（鹿追町）

楽しみながら防災を学ぶ「サバイバル
フェスティバル」の開催（鹿追町）

公共施設の機能集約と新機能を付加
したまちなか拠点を官民連携の事業

手法で整備（室蘭市）

公共施設の機能集約と新機能を付加
したまちなか拠点を官民連携の事業

手法で整備（室蘭市）
廃棄物由来のバイオガス活用

（稚内市）

廃棄物由来のバイオガス活用
（稚内市）
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稚内市（第 2回）

神恵内村
（第 8回）

東神楽町
（第 9回）

東川町
（第 7回）

上士幌町
（第 9回）

足寄町
（第 3回）

伊達市
（第 10 回）

室蘭市
（第 4回）

恵庭市（第 7回）

厚真町
（第 8回）

夕張市
（第 2回）

帯広市
（第 6回）

鹿追町
（第 1・5・10 回）

釧路市
（第 3回）

ニセコ町
（第 6回）

下川町（第 1回）

沼田町（第 4回）

当別町（第 5回）

まちづくりメイヤーズフォーラム
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　まちづくりメイヤーズフォーラムは、北海道の強みを活かしたまちづくりのこれからを考える契機
とするために、毎年テーマを設けて開催しているフォーラム。それぞれの地域でまちづくりを進めて
いる市町村長（メイヤー Mayor）と、まちづくりの第一線で活躍する実践者や研究者を招いて、講
演や事例紹介をしていただくとともに、テーマに基づくパネルディスカッションを通じて、北海道の
未来を拓く議論を活発に行っています。
　主催は北海道、一般財団法人北海道建設技術センター。共催として北海道大学大学院工学研究院。

　次ページより、各回の記録を掲載しています。なお、登壇いただいた皆様の所属や肩書きは開催当
時のものを記載しており、現在の所属や肩書きに変更のある方には「（当時）」と記載しました。

第10回メイヤーズフォーラムのようす

これまで参加していただいた市町村




